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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】照明角度調整装置を有し、光束の照明角度（ま
たは光の形という）を変化させることができる発光シス
テムを提供する。
【解決手段】平面に向かって光束を投射する発光システ
ム１は、発光素子１８および照明角度調整装置を含み、
発光素子は光束を発生させる。照明角度調整装置は、平
面と発光素子との間に位置し、さらに光束の伝達経路上
に位置し、光束の照明角度を変化させる。照明角度調整
装置は、第１のレンズ１６を含み、第１のレンズは出光
部１６２と、出光部に隣接する入光部１６０とを含む。
出光部の外径は入光部の外径より大きく、入光部の外径
は出光部から離れるのに伴って逓減し、入光部における
出光部に隣接する部分の反対にくぼみ１６４が形成され
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面に向かって光束を投射する発光システムであって、該発光システムが
　該光束を発生させる発光素子と、
　該平面と該発光素子との間に位置し、さらに該光束の伝達経路上に位置する照明角度調
整装置と、を含み、
　該照明角度調整装置は該光束の照明角度を変化させ、該照明角度調整装置は第１のレン
ズを含み、該第１のレンズは出光部と、該出光部に隣接する入光部とを含み、該出光部の
外径は該入光部の外径より大きく、該入光部の外径は該出光部から離れるのに伴って逓減
し、該入光部における該出光部に隣接する部分の反対にくぼみが形成される、発光システ
ム。
【請求項２】
　該入光部が複数の導光領域をさらに含み、それぞれが該くぼみを取り囲む、請求項１に
記載の発光システム。
【請求項３】
　該照明角度調整装置が、該第１のレンズと該平面との間に位置する第２のレンズをさら
に含む、請求項２に記載の発光システム。
【請求項４】
　該第２のレンズがフレネルレンズである、請求項３に記載の発光システム。
【請求項５】
　該出光部の該入光部から離れた表面に複数の２次レンズが形成される、請求項３に記載
の発光システム。
【請求項６】
　該第２のレンズが入光面と、該入光面に相対する出光面とを含み、該入光面が該第１の
レンズに近接するように設置され、該入光面に複数のマイクロレンズが形成され、該マイ
クロレンズが該２次レンズに対応して設置される、請求項５に記載の発光システム。
【請求項７】
　該照明角度調整装置が、
　該第１のレンズを取り付ける支持台と、
　該支持台と接続され、該第１のレンズと該発光素子との間の距離を変化させ、該光束の
照明角度を変化させる駆動モジュールと、をさらに含む、請求項２に記載の発光システム
。
【請求項８】
　収容空間と、該収容空間につながり、相対して設置される上開口および下開口とを有す
る鏡筒をさらに含み、該平面は該上開口に位置し、該発光素子および該照明角度調整装置
はそれぞれ該収容空間中に位置する、請求項７に記載の発光システム。
【請求項９】
　該駆動モジュールが、
　モータと、
　該モータに接続される固定アームと、
　該第１のレンズを取り囲み、該固定アームに設置されるストッパ要素と、を含む、請求
項８に記載の発光システム。
【請求項１０】
　外壁面に複数のフィンが形成される放熱要素をさらに含み、
該放熱要素は該収容空間に位置し、該発光素子は該放熱要素の上表面に設置され、該モー
タは該放熱要素における該発光素子に相対する一側に位置し、該固定アームは該フィンの
間に形成される隙間を通過して、該第１のレンズを支持する、請求項９に記載の発光シス
テム。
【請求項１１】
　該照明角度調整装置が、
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　該くぼみに取り付けられる該発光素子および該第１のレンズがそれぞれ設置される支持
台と、
　該支持台に接続され、該第１のレンズと該第２のレンズとの間の距離を変化させ、該光
束の照明角度を変化させる駆動モジュールと、をさらに含む、請求項３に記載の発光シス
テム。
【請求項１２】
　収容空間と、該収容空間につながり、相対して設置される上開口および下開口とを有す
る鏡筒をさらに含み、該発光素子および該照明角度調整装置はそれぞれ該収容空間中に位
置し、該第２のレンズが該上開口を密封する、請求項１１に記載の発光システム。
【請求項１３】
　該駆動モジュールが、
　モータと、
　該支持台が設置される平面と、
　該モータおよび該平面にそれぞれ接続される連接棒と、を含む、請求項１２に記載の発
光システム。
【請求項１４】
　該駆動モジュールが
　モータと、
　該支持台が設置され、螺着部が形成され、該螺着部が該支持台に相対する平面と、
　一端が該モータに接続され、もう一端が該螺着部と対応して螺合するスクリュと、を含
む、請求項１３に記載の発光システム。
【請求項１５】
　該駆動モジュールと電気的に接続される無線受信モジュールをさらに含む、請求項７ま
たは１１に記載の発光システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は発光システムに関し、特にズーム効果を有する発光システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光の伝播は光の前進、光の反射、および光の屈折に分けることができる。例えば懐中電
灯、ヘッドライトなどはこれらの光の伝播特性を利用して光束を集中させ、単一点の照度
を高めた照明器具であり、使用者は光の投射目標に、より好ましい照明効果を得ることが
できる。さらに、例えばウィンカー、テールライトなどは、これらの光の伝播特性を利用
して光束を分散させ、照明範囲を大きくした照明器具であり、後方または側方の人、車に
照明器具による注意を促す効果を示すことができる。
【０００３】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）は固体状態の半導体素子であり、電子、ホールの相互の組合
せを利用してエネルギーを光の形態で放出するものである。冷光発光に属し、体積が小さ
く、反応速度が速く、使用寿命が長く、消費電力が低く、発熱せず、耐震性が良好、汚染
が無いなどのメリットを有する。エコ意識が台頭する今現在において、最も注目される発
光源となっている。
【０００４】
　現在、市場における発光ダイオード照明器具の多くは、少なくとも１つのレンズを組み
合わせて発光ダイオードが発生させる光源の光の形を調整する。しかしながら、前記発光
ダイオード照明器具の発光ダイオードとレンズとの間の距離は固定されており、固定され
た照明角度（または光の形という）の光源が提供される。言い換えると、従来の発光ダイ
オード照明器具の照明角度は、利用分野の違いに基づいて調整することができず、全体の
実用性が好ましくない。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が示す内容は発光システムを提供することであり、該発光システムは照明角度装
置を有し、光束の照明角度（または光の形という）を変化させる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の１つの実施態様において、平面に向かって光束を投射する発光システムを提供
する。発光システムは発光素子および照明角度調整装置を含み、発光素子は光束を発生さ
せる。照明角度調整装置は平面と発光素子との間に位置し、さらに光束の伝達経路上に位
置し、照明角度調整装置は光束の照明角度を変化させる。照明角度調整装置は第１のレン
ズを含み、第１のレンズは出光部と、出光部に隣接する入光部とを含む。出光部の外径は
入光部の外径より大きく、入光部の外径は出光部から離れるのに伴って逓減し、入光部に
おける出光部に隣接する部分の反対にくぼみが形成される。
【０００７】
　本発明の照明角度調整装置は、発光システムの照明角度を変化させることができ、これ
により、発光システムは被照射物の違いに基づいて、その光の形を変化させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の第１の実施方式における発光システムの立体状態図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施方式における発光システムの立体分解図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施方式における発光システムのもう１つの立体分解図
である。
【図４】図４は、本発明の第１の実施方式における発光システムの断面図である。
【図５】図５は、本発明の第１の実施方式における発光システムの断面図である。
【図６】図６は、本発明の第２の実施方式における発光システムの第１の操作状態の断面
図である。
【図７】図７は、本発明の第２の実施方式における発光システムの第２の操作状態の断面
図である。
【図８】図８は、本発明の第３の実施方式における発光システムの立体分解図である。
【図９】図９は、本発明の第３の実施方式における発光システムの第１の操作状態の断面
図である。
【図１０】図１０は、本発明の第３の実施方式における発光システムの第２の操作状態の
断面図である。
【図１１】図１１は、本発明の発光システムの特定状態に対応する配光曲線図である。
【図１２】図１２は、本発明の発光システムのもう１つの特定状態に対応する配光曲線図
である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【０００９】
　図１から図３までを合わせて参照されたい。図１は本発明の第１の実施方式における発
光システムの立体状態図であり、図２および図３はそれぞれ本発明の第１の実施方式にお
ける発光システムの立体分解図である。発光システム１は平面（図示せず）に向かって光
束を投射する。発光システム１は発光素子１８および照明角度調整装置（付番せず）を含
み、照明角度調整装置は光束の照明角度（または光の形という）を変化させる。照明角度
調整装置は、平面と発光素子１８との間に位置し、さらに光束の伝達経路上に位置する。
照明角度調整装置は、鏡筒１０、支持台１２、第１のレンズ１６、および第２のレンズ１
４を含む。
【００１０】
　鏡筒１０の外観は軸対称の円筒状を呈し、鏡筒１０は収容空間１００と、収容空間１０
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０の２つの相反する側に位置し、収容空間１００とつながる上開口１０２（図２に示す）
および下開口１０４（図３に示す）とを含む。
【００１１】
　鏡筒１０の内筒壁１０６に、特定方向に沿って延伸するスロット１０８が形成され、ス
ロット１０８は鏡筒１０の内筒壁１０６から外筒壁１１０の方向に向かってくぼむ。スロ
ット１０８の数量は１個または数個でよく、スロット１０８の数量が数個であるとき、そ
れらの間は等間隔で配列する。本実施方式において、鏡筒１０は２つのスロット１０８を
有しており、これを説明の例とする。この２つのスロット１０８は向かい合わせて設置さ
れ、スロット１０８の側断面はおおよそ矩形を呈し、スロット１０８は鏡筒１０の上開口
１０２から直線状に下開口１０４に延伸する。他に、鏡筒１０の内筒壁１０６に反射層（
図示せず）を塗設することができ、そこにある光線を反射、伝達する。
【００１２】
　支持台１２はおおよそ円形を呈し、その外壁面１２０にストッパ１２２が突設される。
実施方式において、ストッパ１２２の側断面はスロット１０８に対応し、おおよそ矩形を
呈する。支持台１２の高度は鏡筒１０の高度より小さい。支持台１２は収容空間１００に
位置し、ストッパ１２２はスロット１０８中に対応して嵌入される。支持台１２は、外力
を受けて動くとき、収容空間１００内で往復運動することができ、本実施例において、支
持台１２は収容空間１００中で上開口１０２または下開口１０４の方向に向かって移動す
ることができる。
【００１３】
　支持台１２における上開口１０２に面する側に、設置部１２６および固定部１２８が形
成される（図２に示す）。固定部１２８は支持台１２の上表面１２００に形成され、さら
に支持台１２の下表面１２０２の方向に向かってくぼみ、設置部１２６は固定部１２８の
中央部分から下表面１２０２の方向に向かってくぼむ。設置部１２６の高度は固定部１２
８の高度より大きい。このうち、外壁面１２０は上表面１２００および下表面１２０２に
隣接する。
【００１４】
　設置部１２６に貫通孔１２４および複数の透過孔１２５が形成され、本実施例において
、貫通孔１２４は円形孔を説明の例とする。その設置位置はちょうど支持台１２の中央部
分であるが、実際に実施する時はこれに限定されない。
【００１５】
　図４を参照されたい。第２のレンズ１４は上開口１０２を密封する。本実施方式におい
て、第２のレンズ１４はフレネルレンズ（Ｆｒｅｓｎｅｌ　ｌｅｎｓ）であり、このうち
、フレネルレンズは発光システム１の体積および重量を低減する特徴を有する。本実施方
式において、第２のレンズ１４は単に１枚のレンズ素子であるが、実際に実施する時、第
２のレンズ１４は光学システム１の光学性能に対する需要に基づいて、複数枚のレンズ素
子で構成することができることを説明する。
【００１６】
　第１のレンズ１６は支持台１２に設置される。本実施方式において、第１のレンズ１６
は入光部１６０および出光部１６２を含み、出光部１６２は入光部１６０に接続される。
出光部１６２の外径は入光部１６０の外径より大きく、入光部１６０の外径は出光部１６
２から離れるのに伴って逓減し、入光部１６０における出光部１６２に隣接する部分の反
対にくぼみ１６４が形成される。本実施方式において、入光部１６０は円盤状を呈し、入
光部１６０は截頭円錐状を呈する。出光部１６２の外縁は固定部１２８に設置され、入光
部１６０は支持台１２における第２のレンズ１４と反対側に位置する。本実施方式におい
て、第１のレンズ１６は単に１枚のレンズ素子であるが、実際に実施する時、第１のレン
ズ１６は光学システム１の光学性能に対する需要に基づいて、複数枚のレンズ素子で構成
することができることを説明する。
【００１７】
　発光素子１８は設置部１２６に位置し、さらにくぼみ１６４の下方にある対応位置に設
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置し、発光素子１８は光源を提供する。発光システム１は回路基板１９を含んでもよく、
設置部１２６に設置される。回路基板１９は発光素子１８を支持し、さらに発光素子１８
の操作時に必要な電力を伝送する。ここで、回路基板１９は複数の導線（図示せず）によ
り外部の電源供給器に接続することができ、前記導線は貫通孔１２４または透過孔１２５
を通過して開路基板１９と電気的に接続することができることを説明する。
【００１８】
　実際に使用する時、発光素子１８が放射する光線は、くぼみ１６４から第１のレンズ１
６に進入する。第１のレンズ１６に進入する部分的な光線は出光部１６２に直接伝達され
、さらに出光部１６２から放射される。その他の部分的な光線は入光部１６０で全反射が
生じてから出光部１６２に伝達され、さらに出光部１６２から放射される。出光部１６２
から放射された光線は、続いて第２のレンズ１４に伝達され、さらに第２のレンズ１４か
ら発光システム１外に伝達される。
【００１９】
　実際に操作する時、収容空間１００中における支持台１２および第１のレンズ１６の相
対位置を変化させる（すなわち、第２のレンズ１４の第１のレンズ１６に対する距離を変
化させる）ことにより、発光システム１の焦点距離を変化させることができ、さらには発
光システム１が放射する光線の光の形を変化させる。本発明の発光システム１は、懐中電
灯または室内外用スポットライトなどに応用することができる。
【００２０】
　図５を合わせて参照されたい。発光システム１の照明角度調整装置は駆動要素２０を含
むこともでき、駆動要素２０は使用者が手動で第１のレンズ１６と第２のレンズ１４との
間の距離を移動させることができる。あるいは、駆動要素２０は自動制御システムに接続
することができ、自動制御システムの制御により、第１のレンズ１６と第２のレンズ１４
との間の距離を調整する。このうち、自動制御システムは発光システム１に取り付けるこ
とができるか、または自動制御システムはネットワーク（例えばローカルエリアネットワ
ークまたはインターネット）により、発光システム１の照明角度を変化させることができ
る。
【００２１】
　本実施方式において、駆動要素２０は台座２００、スクリュ２０２、およびモータ２０
４を含む。台座２００は平面部２０６および螺着部２０８を含み、平面部２０６は支持台
１２の底部に当接し、螺着部２０８は平面部２０６の中央部分に接続され、台座２００の
側断面はおおよそＴ字形を呈する。スクリュ２０２の一端はモータ２０４に接続され、も
う一端は螺着部２０８に対応して螺合される。モータ２０４は鏡筒１０の収容空間１００
の中に取り付けられる。
【００２２】
　モータ２０４が回転すると、スクリュ２０２も回転する。スクリュ２０２が回転すると
、螺着部２０８をねじによって上げたり下げたりし、さらには平面部２０６と接続される
支持台１２が上下に移動する。これにより、第１のレンズ１６と第２のレンズ１４との間
の距離を変化させることができ、発光システム１の照明角度を変化させる。
【００２３】
　また、発光システム１は無線制御モジュールも含むことができ、例えば赤外線制御モジ
ュール、ブルートゥース制御モジュール、無線周波数認識（ＲＦＩＤ）モジュールまたは
Ｚｉｇｂｅｅモジュールである。これにより、使用者は遠隔端末で遠隔操作により、第１
のレンズ１６と第２のレンズ１４との間の距離を変化させることができ、発光システム１
を調整する機能を達成する。前記無線制御モジュールは、例えば無線受信機３および無線
送信機（図示せず）を含むことができ、無線受信機３は発光システム１の鏡筒１０内に取
り付けられ、さらにモータ２０４と電気的に接続される。無線受信機３が無線送信機の送
信した信号を受信すると、駆動要素２０を移動させることができ、これにより第１のレン
ズ１６と第２のレンズ１４との間の距離を調整し、発光システム１の照明角度を変化させ
る。
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【００２４】
　図６および図７を合わせて参照されたい。図６および図７は、それぞれ本発明の第２の
実施方式における発光システムの断面図である。本実施方式の発光システム１ｂは、前記
第１の実施方式の発光システム１に類似しており、さらに同じ素子は同じ符号で表示する
。本実施方式の発光システム１ｂおよび第１の実施方式の発光システム１の違いは、照明
角度調整装置の鏡筒１０ｂ、支持台１２ｂ、および駆動要素２０ｂにある。
【００２５】
　本実施方式において、鏡筒１０ｂの内壁面１０８ｂは平滑面であり、つまり、鏡筒１０
ｂの内壁面１０８ｂにスロットが形成されておらず、さらに、支持台１２ｂの外壁面にも
第１の実施方式のようなストッパが形成されていない。これにより、支持台１２ｂは収容
空間１００ｂ中で上下方向に往復運動することができる以外に、さらに収容空間１００ｂ
中で回転することもできる。
【００２６】
　駆動要素２０ｂは台座２００ｂ、連接棒２０２ｂ、およびモータ２０４ｂを含む。台座
２００ｂは平面部２０６ｂおよび接続部２０８ｂを含み、平面部２０６ｂは支持台１２ｂ
の底部に当接し、接続部２０８ｂは平面部２０６ｂの中央部分に接続され、台座２００ｂ
の側断面はおおよそＴ字形を呈する。連接棒２０２ｂの一端はモータ２０４ｂに接続され
、もう一端は接続部２０８ｂに接続される。
【００２７】
　モータ２０４ｂが起動すると、連接棒２０２ｂも回転および移動する。連接棒２０２ｂ
が回転および移動すると、それと同時に平面部２０６ｂに接続される支持台１２ｂが上下
に移動および回転する。このようにすると、第１のレンズ１６と第２のレンズ１４との間
の距離を変化させることができ、発光システム１ｂの焦点距離を変化させ、さらには発光
システム１ｂの照明角度を変化させる。
【００２８】
　この他、モータ２０４ｂはネットワーク（ローカルエリアネットワークまたはインター
ネット）の制御により起動することができる。あるいはモータ２０４ｂは、無線受信機に
電気的に接続することもでき、無線受信機３が無線信号を受信すると起動し、さらに第１
のレンズ１６と第２のレンズ１４との間の距離を調整する。
【００２９】
　図８および図９を合わせて参照されたい。図８および図９は、それぞれ本発明の第３の
実施方式における発光システムの立体分解図および断面図である。発光システム３はある
平面（図示せず）に向かって光束を投射する。発光システム３は照明角度調整装置（付番
せず）および発光素子３８を含み、照明角度調整装置は平面と発光素子３８との間に位置
し、さらに光束の伝達経路上に位置する。照明角度調整装置は、光束の照明角度を変化さ
せる。
【００３０】
　照明角度調整装置は、鏡筒３０、支持台３２、第１のレンズ３６、第２のレンズ３４、
駆動要素４０および放熱要素４２を含む。鏡筒３０の外観は軸対称の円筒状を呈し、鏡筒
３０は収容空間３００と、収容空間３００の２つの相反する側に位置し、収容空間３００
とつながる上開口３０２および下開口３０４とを含む。鏡筒３０の内筒壁３０６に反射層
（図示せず）を塗設することができ、そこの光線に反射、伝達される。
【００３１】
　固定アーム３２０は、第１のレンズ３６を発光素子３８上に据え付ける。駆動要素４０
が稼働するとき、駆動要素４０の連接棒４０４は該第１のレンズ３６を収容空間３００中
で第２のレンズ３４に対して往復運動させることができる。
【００３２】
　第２のレンズ３４は上開口３０２を密封し、第２のレンズ３４の底面３４２に複数のマ
イクロレンズ３４４が形成され、前記マイクロレンズ３４４は同心円状に分布する。この
うち、マイクロレンズ３４４は正レンズまたは負レンズでよい。
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【００３３】
　第１のレンズ３６は支持台３２に設置され、本実施方式において、第１のレンズ３６は
入光部３６０および出光部３６２を含む。出光部３６２の外径は入光部３６０の外径より
大きく、入光部３６０の外径は出光部３６２から離れるのに伴って逓減し、入光部３６０
における出光部３６２に隣接する部分の反対に、複数の導光領域３６００およびくぼみ３
６０２が形成される。
【００３４】
　出光部３６２は円盤状を呈し、第２のレンズ３４に近い表面に複数の２次レンズ３６３
が形成され、前記２次レンズ３６３はマイクロレンズ３４４に対応して同心円状に配列す
る。マイクロレンズ３４４が負レンズであるとき、２次レンズ３６３は正レンズであり、
さらに第１のレンズ３６と第２のレンズ３４との距離がゼロのとき、前記２次レンズ３６
３はマイクロレンズ３４４に組み合わさることができる。同じ道理で、マイクロレンズ３
４４が正レンズであるとき、２次レンズ３６３は負レンズであり、さらに第１のレンズ３
６と第２のレンズ３４の距離がゼロであるとき、前記２次レンズ３６３はマイクロレンズ
３４４に組み合わさることができる。当然、マイクロレンズ３４４および２次レンズ３６
３は、同時に正レンズまたは負レンズであってもよい。
【００３５】
　くぼみ３６０２は入光部３６０の底端（すなわち支持台３２に近い部分）の中央部分に
位置する。導光領域３６００はくぼみ３６０２を同心円状に取り囲み、全反射の原理によ
りそこの光線に反射、伝達して、発光素子３８が放射する光線の伝達方向を変化させ、光
線を出光部３６２の方向に向かって伝達することができる。
【００３６】
　支持台３２は複数の固定アーム３２０を含み、本実施方式において、支持台３２は３個
の等間隔で分布する固定アーム３２０を含み、これを説明の例とする。固定アーム３２０
の頂点に支持部３２２およびストッパ要素３２３を有し、支持部３２２およびストッパ要
素３２３は、第１のレンズ３６の出光部３６２の辺縁を組み合わさって挟持する。これに
より、モータ４０２が稼働するとき、第１のレンズ３６は収容空間３００中で第２のレン
ズ３４に移動することができる。
【００３７】
　放熱要素４２は柱体４２０を含み、柱体４２０の外壁面（図示せず）に発散状のフィン
４２４が形成される。放熱要素は駆動要素４０と第２のレンズ３４との間に位置し、支持
台３２の固定アーム３２０はフィン４２４の間の開口を通過して、第１のレンズ３６を放
熱要素４２上に据え付ける。
【００３８】
　発光システム３は回路基板４４を含むこともでき、回路基板４４は柱体４２０の上面に
設置される。回路基板４４は発光素子３８を支持し、発光素子３８に操作時の電力を伝達
する。
【００３９】
　駆動要素４０は台座４００、モータ４０２、および連接棒４０４を含む。モータ４０２
は台座４００中に設置され、連接棒４０４の一端はモータ４０２に接続され、もう一端は
支持台３２に接続される。モータが起動すると、該連接棒４０４は支持台３２を一次元方
向に往復運動させ、これにより該第１のレンズ３６と第２のレンズ３４との間の距離を変
化させる。
【００４０】
　発光システム３は無線制御モジュールを含むこともでき、例えば赤外線制御モジュール
またはブルートゥース制御モジュールまたはＺｉｇｂｅｅモジュールである。これにより
、使用者は遠隔端末で遠隔操作により、モータ４０２の操作状態を制御することができ、
さらには第１のレンズ３６と第２のレンズ３４との間の距離を変化させて、発光システム
３の光の形を調整する。固定アーム３２０が移動するとき、放熱要素４２により内部空間
が制限され、移動範囲が上限または下限に達すると、モータ４０２が停止する。さらには
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制御モジュールが異常な電圧電流を検出すると、モータ４０２の回転を停止し、操作が適
当でないための破損を防止する。
【００４１】
　他に、本実施方式の発光システムは第２のレンズ３４を含まなくてもよい。言い換える
と、照明角度調整装置が第１のレンズ３６と発光素子３８との間の距離を変化させること
により、発光システム３の光の形を調整する効果を達成することもできる。図１１に示す
のは、第１のレンズ３６の底縁と回路基板４４の下表面とが重なるときの光の形の配光曲
線である。図１１から、第１のレンズ３６が発光素子３８に近づくにつれ、大部分の光線
はより中心に近い導光領域３６００およびくぼみ３６０２を通過することができるため、
第１のレンズ３６を通過する光線の発散角度は約４９度となることがわかる。レンズ３６
が発光素子３８に接近するとき、光線は各導光領域３６００およびくぼみ３６０２から全
反射部３６０に屈折および全反射され、光線が不均一に分布して、ゴーストが生じる。し
たがって、反射リング（Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　Ｂａｆｆｌｅ）３９を追加して、角度の
大きい迷光現象を改善することができる。このうち反射リング３９は発光素子３８を取り
囲み、くぼみ３６０２に対応して設置される。
【００４２】
　図１２に示すのは、第１のレンズ３６の底縁と回路基板４４の下表面との距離が２．８
ミリメートルのときの光の形の配光曲線である。図１２から、第１のレンズ３６および発
光素子３８の距離が最小角度に達するとき、光線は各導光領域３６００およびくぼみ３６
０２に分布し、なおかつ全反射部３６０が角度の分布範囲を制御するため、第１のレンズ
３６を通過する光線の発散角度は約１５．５度となることがわかる。図１１および図１２
の配光曲線から、第１のレンズ３６の底縁から回路基板４４の下表面までの距離が増加す
るとき、第１のレンズ３６の光線は光軸方向に次第に集まることがわかる。
【００４３】
　以上の記載は本発明の好ましい実施例に過ぎず、当然本発明の実施範囲を限定すること
はできない。本発明の特許請求の範囲に基づいて行う均等変化および修飾などは、いずれ
も本発明の包含する範囲で保護される範疇に属するべきである。
【符号の説明】
【００４４】
　１　発光システム
　１ｂ　発光システム
　３　発光システム
　１０　鏡筒
　１０ｂ　鏡筒
　３０　鏡筒
　１００　収容空間
　１００ｂ　収容空間
　３００　収容空間
　１０２　上開口
　３０２　上開口
　１０４　下開口
　３０４　下開口
　１０６　内筒壁
　３０６　内筒壁
　１０８　スロット
　１１０　外筒壁
　１１２　土台
　１２　支持台
　１２ｂ　支持台
　３２　支持台
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　１２０　外壁面
　１２００　上表面
　１２０２　下表面
　１２２　ストッパ
　１２４　貫通孔
　１２６　設置部
　１２８　固定部
　１４　第２のレンズ
　３４　第２のレンズ
　１６　第１のレンズ
　３６　第１のレンズ
　１６０　入光部
　１６２　出光部
　３６２　出光部
　１６４　くぼみ
　３６０２　くぼみ
　１８　発光素子
　３８　発光素子
　１９　回路基板
　４４　回路基板
　２０　駆動要素
　２０ｂ　駆動要素
　４０　駆動要素
　２００　台座
　４００　台座
　２０２ｂ　連接棒
　４０４　連接棒
　２００ｂ　台座
　２０２　スクリュ
　２０４　モータ
　２０４ｂ　モータ
　４０２　モータ
　２０６　平面部
　２０６ｂ　平面部
　２０８　螺着部
　２０８ｂ　接続部
　３　無線受信機
　３２０　固定アーム
　３２２　支持部
　３２３　ストッパ要素
　３４２　底面
　３４４　マイクロレンズ
　３６０　全反射部
　３６３　２次レンズ
　３６００　導光領域
　３９　反射リング
　４２　放熱要素
　４２０　柱体
　４２４　フィン
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